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Abstract:  The paper aims to clarify the impact and significance of student teacher trial lessons to improve 
and ensure the quality of “Practice Teaching Methods”.  
 Two courses in a university program for preparing senior high school teachers were analyzed and 
examined to discover how the students learn through trial lessons, and how that learning is 
effective for “Practical Seminar for the Teaching Profession”. Emphasis was placed on the data 
collected during and after the trial lesson, as well as data collected during the “Practical Seminar 
for the Teaching Profession”. 
 From this study, it was found that trial lessons were effective in the student’s learning of 
“teaching materials”, “Instructional design”, and the “teaching methods of school subject". 
In addition, trial lessons in these subjects presented the university professors with an opportunity 
to realize their students’ ability to “Content Knowledge”, and showed the students a path to 
systematically review their practice teaching methods. 
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（Shulman(1987)をもとに筆者作成、2018 年教師教育学会第 28 回研究大会で発表したものを修正） 
２．先行研究 
 
 ２・１ 専門職教師の知識類型 
教育実習前に高等学校の教員をめざしている学生の
授業実践学を高めるためには、Shulman３）の CK（Content 

















































と、PK としてガニエの 9 事象や ARCS モデルを学生に
意識させた授業設計のやり方だということができる。 
 









意識させるよりは、CK を PCK にどう変換させるのかと
いうところで PK を意識させる方が適切だと考えたから





 以上のことより、本稿では CK を高めることを通して
PCK を高め、それによって PK も高まるという仮説を立

















PCK（Pedagogical Content Knowledge 














































た。具体的には、X 県 Y 大学の教育実習に行く前の 2017
年度後期の「工業科教育法Ⅱ」「情報科教育法Ⅱ」を履修
している学生 21 名（それぞれ 14 名、7 名）の教科教育
法の模擬授業実践プログラムで得られたデータを対象と
し、質的分析をする。 
 模擬授業は 45 分で、1 人につき「工業科」が 3 回（そ
のうち 1 回は模擬授業開始から 15 分間まで実施）、「情報 























































（筆者作成、2018 年教師教育学会第 28 回研究大会で発表したものを修正） 
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（筆者作成、2018 年教師教育学会第 28 回研究大会で発表） 








を提出する。   
１）授業準備   
 














DVDを受け取る。   
全体で協議する。  
（教員も参加）   
簡単なコメントを述
べる。   
映像を記録 





































































































   
 
 




（南部（2015）をもとにそれぞれの最後の模擬授業の回を筆者が評価、2018 年教師教育学会第 28 回研究大会
で発表したものを修正） 
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        協議会での生徒役学生の発言） 




































   
 
 
   ４・２・２ 「情報科」教育法 
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